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制御文のいろいろ

3月 下 旬 に 、 フ ァ イル装 置 を主 と した 機 器 構 成 の 変 更 が あ り、 そ れ と共 に ソ フ トウ ェア の 面 で

も大 幅 な変 更 が あ り ま した。 セ ン ター で は制 御 プ ロ グ ラ ム の 大 幅 な レベ ル ア ッ プ に 伴 い 、制 御 文

もそ れ に 合 わせ 能 率 の 良 い もの を と考 え 、一 部 変 更 い た し ま した 。 詳 細 に つ い て は 、 す で に セ ン

ター ニ ュー ス(N・.14)で お 知 らせ し ま したが 、 こ こ で は い くつ か の 例 をあ げ な が ら、 制 御 文 の使

用 法 に つ い て 説 明 い た し ます 。

1.FORTRANプ ロ グ ラム の 実 行(SSLを 使 用 し な い場 合)

2.FORTRANプ ロ グ ラム の 実行(SSLを 使 用 す る場 合)

3.ALGOLプ ロ グ ラム の 実 行

4.FORTRANプ ロ グ ラ ム とFASPプ ロ グラ ム を結 合 して 実行

5.コ ンパ イル だ け した い とき

6.カ ー ド出 力 が あ る と き

7.LP出 力 量 を少 な くした い と き

(イ)FORTRANの マ ッ プ を 出 さ な い と き

(ロ)プ ロ グラ ム の リス トを出 さ な い と き

(ハ)LIEDの マ ッ プ を 出 さ な い と き

8.プ ロ グ ラム デバ ッ グ中 の 制 御 文 とデ バ ッ グ終 了 後 の制 御 文



1.FORTRANプ ロ グ ラ ム の 実行

科 学 用 サ ブ ルー チ ン ラ イ ブ ラ リ(SSL)や セ ン ター で 作 成 した ラ イ ブ ラ リ等 を プ ロ グ ラ

ム 中 で 使 用 して い る 時 は2.を 読 ん で くだ さ い。

例1



2.FORTRANプ ロ グ ラム の 実 行

科 学 用 サ ブ ル ー チ ン ラ イ ブ ラ リ(SSL)や セ ン ター で作 成 した ラ イ ブ ラ リ等 をプ ロ グ ラ

ム 中 で 使 用 して い る と き。

3.ALGOLプ ロ グ ラム の実 行

例2



4.FORTRANプ ログラム とFASPプ ログラムを結合 して実行する場合

科学用サブルーチンライブラリやセンターで作成 したライブラリ等も使用できます。

例3



5.コ ンパ イ ル だ け した い と き

例4



6.カ ー ド出 力 が あ る と き

(イ)QJOBカ ー ドにCP=nの パ ラ メー タを 入 れ る.

(ロ)デ ー タ カー ドの最 後 に$SYSPCHの 制 御 文 を 入れ る。

例5

7.LP出 力.量を少 な く した い と き

出 力 量 打切 りな どの た め 、 出 力 量 を少 な く した い と きが あ ります 、,その 場 合 は 計 算結 果 の

出 力量 を少 な くす る こ と以 外 に 次 の よ う な方 法 が あ り ます 。

(イ)FORTRANの マ ップ を出 さ な い と き。

$FORTRANの パ ラ メー タMAPを 除 く。

例6$FORTRANGO(例1の と き)

また は

$FORTRAN(例2の と き)



(ロ)プ ロ グ ラム リス トを出 さ な い と き

$FORTRAN,$ALGOLの 制 御 文 にNOLISTと い うパ ラ メー タ を追 加 す る。

1列7.1$FORTRAN_NOLIST

また は

$FORTRANT_、GO,NOLIST(※)(例1の と き)

例7.2$ALGOL_NOLIST(例2の と き)

(ハ)LIEDの マ ッ プ を 出 さ な い と き

$FORTRANま た は$LIEDRUNの パ ラ メー タLMAPを 除 く。

例8.1$FORTRAN_GO,MAP(例1の と き)

例8.2$LIEDRUN(例2の と き)

※ この 場 合 はLIEDの リス トも出 力 され な い。

LIEDの リ ス トを出 さ な い場 合 と して 「$LIEDRUNNOLIST」 も あ りま す が 、 これ ら

は 頁 数 の 節 約 に は 全 然 な り ませ ん 。

注:実 行 時 の エ ラー が 川 た と きで 、FORTRANの マ ッ フ.、LIEDの マ ップ が な い と きは フ.ロ

グ ラム 相 談 を受 け に 行 っ て も門 前 払 い に な る こ とが 少 な くな い の で 、 で き る限 りマ ッ プ は

とっ た 方 が 良 い よ う です 。 少 な く と もLIEDの マ ッフ.は必 ず とる よ うに して お い た 方 が 良

し・で し ょ う。

8.プ ロ グ ラム デバ ッ グ中 の 制 御 文 とデ バ ッ グ終 了 後 の 制 御 文

実 際 に プ ロ グラ ム を 井 い て 、 計 算 機 で実 行 させ る と き、 最初 に コン パ イル エ ラ ー が あ り、

そ れ を修 」1-1し、次 に テ ス トデー タ を もっ て実 行 テ ス トを行 な う と い う順 に な る は ず で す。 普

通 よほ ど単 純 な論 理 で で き た プ ロ グ ラム で な い 限 り、期 待 す る結 果 が 出 な い こ との 方 が 多 い 、

つ ま り、論 理 ミスが あ るわ け です 。 従 っ て 、何 回 か の テ ス トラ ン を し、 論理 ミス を修 正 した

後 、 期待 して い る 計 算 が で き る わ け で す 。 こ の 間 使 用 す る制 御文 は次 の よ うに す る と良 い で

し ょ う。

・デバ ッ グ 中

例1ま た は2の 制 御 文



・デバ ッグ終了後

例1ま たは2の 制御文で$FORTRANの パラメー タNeOPTを とる。

ALGOLの 場合はこの制御文のままです。

FORTRANの 場合NoOPTを 取る(OPTに する)と 実行プログラムが最適化されるとい

いう利点があ ります。

最適化とい うのは実行速度 を早 くするために、配列の扱い等 を効率良 くコンパ イルする

ことです。 しか しこの場合の欠点 として、FORTRANのDEBUG文 が使用できないこと、

実行時にエラーが起った とき、発生個所がわか りにくくなります。


